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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
が
落
ち
着
き
を

み
せ
、
道
外
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
、
研
究
費
で
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
た
り
、
個
人
的
に
利
用
す
る
機
会
が
増

え
た
。
今
後
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え

で
印
象
に
残
っ
た
も
の
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
は
、
秋
田
県
と
秋
田
市
が
共
同
で
整
備
し
た

秋
田
芸
術
劇
場
「
ミ
ル
ハ
ス
」
で
あ
る
。
秋
田
駅
か

ら
徒
歩
圏
の
千
秋
公
園
内
に
あ
り
、
二
〇
〇
〇
席
の

大
ホ
ー
ル
と
八
〇
〇
席
の
中
ホ
ー
ル
を
備
え
て
い

る
。
老
朽
化
し
た
県
民
会
館
を
同
所
で
建
て
替
え
、

築
三
〇
年
超
が
経
過
し
大
規
模
改
修
が
必
要
な
市
文

化
会
館
ホ
ー
ル
の
機
能
を
融
合
し
、
二
〇
二
二
年
六

月
に
開
館
し
た
。

　

費
用
負
担
は
、
県
が
大
ホ
ー
ル
、
市
が
中
ホ
ー
ル

の
専
有
割
合
と
し
、
そ
の
他
は
折
半
と
し
て
い
る
。

県
民
会
館
に
隣
接
し
て
い
た
高
校
の
移
転
で
、
敷
地

を
県
市
で
購
入
し
て
駐
車
場
を
整
備
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
。
開
館
ま
で
の
事
務
的
な
コ
ス
ト
は
県
単

独
事
業
よ
り
か
か
っ
た
と
い
う
。
県
庁
に
は
市
職
員

（
併
任
）
の
机
が
あ
る
も
の
の
、
当
初
は
不
在
と
な

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
で

も
、
県
市
で
条
例
の
利
用
料
の
規
定
が
異
な
り
、
統

一
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
課
題
も
あ
る
。

　

ミ
ル
ハ
ス
の
稼
働
率
は
初
年
次
八
割
を
超
え
た
。

堀
を
挟
ん
で
市
街
地
再
開
発
事
業
「
エ
リ
ア
な
か
い

ち
」
が
あ
る
。
県
立
美
術
館
が
あ
り
、
市
は
芸
術
文

化
ゾ
ー
ン
と
位
置
づ
け
る
が
、
に
ぎ
わ
い
と
は
程
遠

く
、
相
乗
効
果
を
生
む
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　

次
は
、
今
年
七
月
に
開
港
か
ら
二
〇
年
を
迎
え
る

石
川
県
・
の
と
里
山
空
港
で
あ
る
。
奥
能
登
地
域
四

市
町
の
中
央
に
位
置
し
、
羽
田
便
が
一
日
二
往
復
し

て
い
る
地
方
空
港
で
あ
る
。

　

航
空
会
社
と
の
間
で
搭
乗
率
保
証
制
度
を
初
め
て

導
入
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
近
年
は
、
搭
乗

率
六
二
±
四
％
の
範
囲
を
基
準
に
、
県
か
ら
航
空
会

社
へ
保
証
金
（
航
空
会
社
か
ら
県
へ
協
力
金
）
を
支

払
う
と
し
て
い
る
。
開
港
時
に
は
、
維
持
管
理
費
以

外
に
保
証
金
の
支
出
が
重
く
の
し
か
か
る
こ
と
が
言

わ
れ
て
い
た
が
、
適
用
除
外
年
を
除
き
、
県
は
こ
れ

ま
で
保
証
金
を
支
払
っ
て
い
な
い
。

　

空
港
機
能
の
み
の
限
定
的
な
施
設
と
な
ら
な
い
よ

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
採
り
入
れ
て
い
る
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
は
、
行
政
庁
舎
を
併
設
し
、
教
育
・

土
木
・
農
林
な
ど
複
数
の
県
事
務
所
の
ほ
か
、
奥
能

登
四
市
町
に
よ
る
一
部
事
務
組
合
な
ど
が
入
居
し
て

い
る
。
行
政
庁
舎
に
は
約
一
八
〇
名
の
職
員
が
働
い

て
い
る
と
い
う
。
毎
週
末
の
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
年
四
万
人
前
後
が
利
用
し
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、道
の
駅
と
し
て
開
港
直
後
に
登
録
し
て
い
る
。

こ
れ
も
全
国
初
だ
と
い
う
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
石
川
県
立
図
書
館
「
百
万
石
ビ

ブ
リ
オ
バ
ウ
ム
」で
あ
る
。「
通
い
た
く
な
る
図
書
館
」

を
目
指
し
、
金
沢
２
１
世
紀
美
術
館
な
ど
が
あ
る
歴

史
文
化
ゾ
ー
ン
か
ら
兼
六
園
を
越
え
て
二
キ
ロ
程
郊

外
の
金
沢
大
学
工
学
部
跡
地
の
一
部
へ
移
転
し
た
。

一
年
遅
れ
て
金
沢
美
術
工
芸
大
学
も
移
転
し
、
二
つ

の
私
大
へ
の
バ
ス
ル
ー
ト
上
に
も
位
置
す
る
。

　

四
階
か
ら
な
る
す
り
鉢
状
の
開
放
的
な
空
間
が
あ

る
円
形
図
書
館
で
あ
る
。
入
口
は
底
に
位
置
し
、
入

館
者
の
多
く
が
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
で
空
間
を
撮
影
し

始
め
る
。
図
書
の
配
架
に
も
工
夫
が
あ
る
。
十
進
分

類
法
に
よ
る
だ
け
で
な
く
テ
ー
マ
で
も
ま
と
め
ら

れ
、
ス
ロ
ー
プ
を
ゆ
っ
く
り
と
進
み
な
が
ら
探
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
、
階
段

状
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
も
あ
る
。

　
『
北
國
新
聞
』
の
報
道
に
よ
る
と
、
二
〇
一
八
年

に
高
知
城
近
く
の
学
校
跡
地
に
県
市
が
共
同
整
備
し

た
オ
ー
テ
ピ
ア
高
知
図
書
館
に
は
及
ば
な
い
が
、
開

館
か
ら
九
カ
月
弱
で
八
〇
万
人
の
入
館
者
が
あ
っ
た

と
い
う
。
ま
た
、
同
年
に
県
庁
近
く
の
再
開
発
事
業

（
那
覇
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
）
へ
移
転
し
た
沖
縄
県
立

図
書
館
と
も
対
照
的
で
あ
る
。
今
後
の
利
用
者
数
の

推
移
は
に
ぎ
わ
い
と
魅
力
あ
る
施
設
と
し
て
の
試
金

石
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

更
新
時
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
公
共
施
設
を

め
ぐ
る
状
況
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
財
政
的
な
問

題
の
ほ
か
、
人
口
減
少
時
代
に
入
り
利
用
需
要
の
変

化
や
社
会
環
境
の
変
化
に
も
対
応
し
た
あ
り
方
が
必

要
と
な
る
。
単
独
施
設
の
難
し
さ
も
あ
り
、
①
複
合

化
・
多
機
能
化
な
ど
に
よ
る
内
部
連
携
、
②
周
辺
自

治
体
と
の
水
平
連
携
、
③
都
道
府
県
と
市
町
村
と
の

垂
直
連
携
、
④
再
開
発
事
業
な
ど
で
の
民
間
連
携
と

い
っ
た
必
要
性
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

中
心
市
街
地
の
空
洞
化
の
問
題
を
公
共
施
設
だ
け

で
は
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
魅
力
あ
る
施
設

に
し
て
価
値
を
高
め
る
こ
と
で
、
利
用
者
を
増
や
し

に
ぎ
わ
い
創
出
の
核
と
な
る
よ
う
努
め
て
も
ら
い
た

い
。

※
北
海
学
園
学
術
研
究
助
成
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

＜

し
か
た
に　

ゆ
う
い
ち
・
北
海
学
園
大
学
法
学
部
教
授＞

 

公
共
施
設
の
あ
り
方
と
に
ぎ
わ
い
創
出

　

鹿　

谷　

雄　

一


